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１．はじめに

北海道の太平洋岸南方に位置する噴火湾は，最大水深約１００ｍの内湾である．この湾に

ついては，古くから海洋物理・海洋生物・海洋化学・海洋地質分野など多岐にわたって精

力的に調査・研究されてきた（例えば，日本海洋学会編，１９８５）．なかでも，この湾で

は季節に応じて寒流・暖流系の水塊交代や，独自の水塊が形成されることがよく知られて

いる．噴火湾には，春季に寒冷な親潮系水が流入し，それとは逆に，秋季に温暖な津軽暖

流水が流入する．湾内の水塊は，主にこの２つの外洋水の特性に応じて変化しているが，

夏と冬には外洋水の交換が弱まるため，その水塊は次第に変質し湾内固有の水塊が形成さ

れている（大谷，１９８１）．
一方，噴火湾は，その名が示すように周囲を駒ヶ岳，有珠山，昭和新山等の活火山に囲

まれ，現在まで幾度となく火山噴火の影響を受けてきた．最近では，１９９６年の３月に駒ヶ

岳の噴火が起こり，湾内への火山灰の飛来が確認されている．そのため，噴火湾の堆積物

には，上述の水塊変化や火山噴火等の環境変動が記録され，それにともなう湾内生態系の

変化も記録されていると考えられる．

本小論では，得られた海底コアの岩相記載（肉眼・軟Ｘ線観察，帯磁率，色彩測定

等），および／４Ｃ年代測定結果を報告し，その考察を述べる．

２。堆積物試料

本研究コアは，１９９６年３月，北海道大学水産学部所有のおしょろ丸航海で，グラビテ
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図１噴火湾の海底地形と試料採取地点（Ｓｔ。３０）

ィーコアラー（ウエイト９０ｋｇ）を用いて採取された．採取長は約２４６ｃｍである．このコ

アの採取地点（Ｓｔ．３０，４２°１６．２’，１４０°３６．０’，水深９１ｍ）を，図１に示す．

１）岩相

得られたコアの岩相は，コア上部（Ｏ～３５ｃｍ）と下部（２０２～２２７ｃｍ）にテフラ層が

挟在する以外は，均質なシルト質粘土からなる．また，二枚貝の破片をしばしば含む．上

部のテフラ層（Ｏ～３５ｃｍ）は，軽石（最大粒径５ｍｍ）や細粒の火山ガラスから構成さ

れ，４層ないし５層のテフラ層が確認される．下部（２０２～２２７ｃｍ）のそれは，上部同

様，軽石（最大粒径２ｃｍ）や細粒の火山ガラスから構成されるが１層であり，逆級化層

理を示す．また，この下部テフラ層の直上に黒色のカラーバンド（１８７～２００ｃｍ）が認

められ，下部から上部につれてその色は次第に濃くなる．シルト質粘土層では，堆積構造

はほとんど観察されないが，生物擾乱がわずかに認められる．

２）堆積物の色

従来から堆積物の色は，その酸化・還元状態や鉱物・化学組成などを反映することが認
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識されている．今回採取されたコアについて，色彩色差計（ミノルタ社製，ＣＭ２００２型）

による色の測定を５ｃｍ間隔でルーチン分析としておこなった．測定結果は｜．．．・・・ａ＊ｂ＊表色系

で表示した．測定はコアの半割直後，岩相記載時に従来のマンセル色票による観察と並行

しておこなった．色相・明度・彩度は色の三属性であるが，今回得られたデータにおいて

解釈しやすいのは明度の変化であろう．明度はＬ＊値として表され，黒色（Ｌ＊値をＯと表

示）から白色（Ｌ＊値を１００と表示）まで１００段階に区分されている．テフラ層などの層準

ではＬ＊値およびｂ＊値がほぼ対応して高くなっている（図２）．

３）帯磁率測定

帯磁率測定は，各コアの物性変化（組成変化）や採取されたコア間の対比を簡便にかつ

０

１００

２００

（ｃｍ）

Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ

ａｓｈ
（ｐｕｍｌｃｅａｎｄ９ｌａｓｓ）

ｓｈｅｌｌ
ｆｒａｇｍｅｎｔｓ

ａｎｄ９ｌａｓｓ）
「ｓａ（Ｊｉｎ９

ＩＶｌａｇｎｅｔｉｃ
Ｓｕｓｃｅｐｔｉｂｉｌｉｔｙ

＊Ｌ ＊ａ ＊ｂ

０ １ ０ ０ ０ ４ ０ ４ ６ - １ ． ５ ０ ０ ７
（１１ＥＥ-６、ｃｇｓｖｏｌ．）

図 ２ コ ア の 岩 相 図 、 帯 磁 率 、 色 デ ー タ
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迅速に行う手法としてよく用いられ，海底堆積物の解析には欠かせないものとなってい

る．今回採取された海底コアについて，パススルー型のセンサー（Ｂａ，・ｔ：ｉ，・ｌｇｔｏｎ社製）を

用い５ｃｍ間隔に測定した後，プラスチックキュープ（-辺２．４ｃｍ）を用いた一定量サン

プリングをおこなっているため，それらを個々に連続測定した（図２）．

本コアの帯磁率は，上部と下部に約１０００ｃ．９．ｓ／ｖｏｌ．の大きなピークをもつ層準が観察さ

れたが，これは軽石や火山ガラス等から構成されるテフラ層と良く一致する．それ以外

は，概ね１０ｃ．１１．ｓ／ｖｏｌ．以下の低い値を示１．．ほぼ一定である．

３．ＡＭＳ法による１４Ｃ年代

本コアにおいては，二枚貝の破片が多く介在する．これらを用いて１４Ｃ年代測定試料と

した．試料は十分に水洗し，蒸留水中で超音波洗浄を繰り返し行ない，付着物を取り除い

た．その後，試料が約１０％（重量比）溶解するように希塩酸と反応させ，二次的生成物

を除去した．低温で真空乾燥を充分におこなった後，真空下でリン酸分解（６０℃，１時

間反応）を行い二酸化炭素にし，精製後，鉄を触媒として水素還元法（：１ヒ川ほか，１９９

３）をおこないグラファイトを作成しターゲットとした．名古屋大学年代測定資料研究セ

ンターのタンデトロン加速器質量分析計を用いて／４Ｃ年代測定を行なった（Ｎａｋａｍｕｒａ

ｅｔａｊ．，１９８５，中村・中井，１９８８）．その結果をＴａｂｌｅ．１に示す．年代値の計算には，１４Ｃ

の半減期（５５６８年）を用いた．Ｔａｂｌｅ中に示した測定誤差は／４Ｃの総計数に基づいて計

算された統計誤差（１（ｙ）である．また，∂１３Ｃによる同位体分別効果の補正を行なって

いる．

４．結果および考察

二枚貝の殻の１４Ｃ年代とそれらが産出した層準に対するプロットを図３に示した．１４Ｃ

年代は，深さ１０ｃｍの貝殻で１，０００年前から深さ２００ｃｍの貝殻で３，３５０年前まで，その年

代は次第に増加している．

これらテフラの同定については，火山ガラスの屈折率およびその化学成分分析を現在進

行中である．得られた１４Ｃ年代値から推定すると，コア上部に産出するテフラは駒ヶ岳

（ａ-ｄ），下部に産出するものは樽前-Ｃ（？）に対応すると考えられる（吉本，私

信）．
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Ｔａｂｌｅ．ＩＡＭＳ法によるＣ-１４年代測定結果
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ここで，これらの貝は生息時この測点の海底表層に棲んでおり，底層海水の炭酸イオン

を取り込んで殼を形成していた（すなわちメタボリック炭素の影響を受けていない），ま

たは，もっと水深の浅い海底表層に生息していたが，死後１００年以内（１４Ｃ年代の測定誤

差範囲内）にこの測点に流れてきたと仮定し，線形回帰を行い平均堆積速度を算出する

と，（）．８８ｍｍ／ｙｒという堆積速度が得られた．この堆積速度は，この測点の表層堆積物に

おいて，２１０Ｐｂによって見積もられた平均堆積速度約（）．９ｍｍ／ｙｒ（北大，化学物質循環講座

データ）や帯磁率の分布から予想されるテフラの出現する深さをその火山の噴火年代とし

て得られる平均堆積速度（：）．９ｍｍ／ｙｒと良い一致を示した．以上のことより，今回噴火湾で

得られた堆積物の最下部の年代は，３，８４０年と考えられる．

図３における回帰直線のＯｃｍにおける年代は，７２５年となった．この年代は，一般に

外洋堆積物の浮遊性有孔虫の１４Ｃ年代のリザーバー補正に用いられる約４００年（５０‰；

Ｂａｒｄ，１９８８）と比べて優位に古い年代となった．冬季噴火湾における海水の１４Ｃの測定結

果はないが，夏季噴火湾における海水中の△１４Ｃの値は，４０±８‰（１９８６年６月の鉛直７層

の分析結果の平均値）である（北大，化学物質循環講座データ）．この値は，フィリピン

海等暖水域で報告されている表層海水の△１‘゛Ｃ値に比べ半分程度，極前線より北側の日本

海表層海水のそれと同程度である（熊本ほか，１９９７）．噴火湾海水の△１４Ｃの値が低い理

由としては，以下のことが考えられる．

１．海水の滞留時間が短いため大気の二酸化炭素と平衡（特に１４Ｃに関して）になっ

ていない．

２．低い△１４Ｃ値を持った親潮系の海水の影響を受けている．

３．低い△１４Ｃ値を持った湧昇水の影響を受けている．
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さらに，噴火湾産の養殖ホタ

テの貝殻中の△１４Ｃ値は，噴火湾

海水の△１４Ｃ値の値とほぼ等しい

こと（北大，化学物質循環講座

データ）を考えると，回帰直線

のＯｃｍにおける年代７２５年は，

これらの貝が生息していた過去

３，８４０年間の平均的なリザーバー

年代と言うことになり，親潮系

水や湧昇水の影響を常に受けて

きたことになる．また，回帰直

線からのずれは，これらの影響

の年々変動の表れかもしれな

い．
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５ ． ま と め 図 ３ コ ア の 深 度 に 対 す る １ ４ Ｃ 年 代

本稿では，今回採取された噴火湾コアのルーチン解析結果を示した．目下，このコア

において微化石，有機物，無機物，テフラなどの様々な解析が進行中である．噴火湾

は，内湾で堆積速度が早い（ｌｍｍ／ｙｒ．）ため，他の海域に比べ高分解能な解析が行える

絶好のフィールドといえる．また，現在まで多くの火山噴火の記録をとどめており，そ

れが内湾生態系に及ぼしてきた影響を評価するモデルケースとなり得る．今後，本コア

より長い柱状堆積物の採取を計画中であり，さらに過去にさかのぼって噴火湾の環境変

遷史を組み立てて行く予定である．
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